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当社子会社による英国企業との 
iPS細胞作製技術に関するライセンス契約締結のお知らせ 

 
 
当社の 100％子会社である株式会社 IDファーマ（以下、「IDファーマ」という）は、英国を本拠

地としてヒトゲノムをはじめとしたゲノムと遺伝子の研究を行う企業（以下、「英国企業」という）

と、ID ファーマが保有する CytoTune®-iPS（※１）の技術を用いて iPS 細胞（※２）を作製し、そ

の iPS 細胞由来の分化細胞等を研究用製品として供給・販売すること等を許諾する契約を、本日、

締結しましたので下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 

１．契約の概要 
ID ファーマは英国企業に対して、ID ファーマが保有する CytoTune®-iPS の技術を用いて iPS 細

胞を作製すること、本技術を用いて得られた iPS 細胞や分化細胞を内部研究を目的とした販売およ

びサービス提供に用いることについて、全世界を対象とする非独占的な権利を許諾しました。これ

により ID ファーマは英国企業から契約一時金および細胞等の販売額・サービス収入に対するロイヤ

リティを受け取ります。 
 
２．契約の意義 
英国企業は、ゲノミクス分野において科学的基盤を強化することに取り組んでいます。本契約の

締結により、CytoTune®-iPS の技術を用いて作製された iPS 細胞や、その iPS 細胞由来の分化細胞

等が英国企業から顧客に提供され、iPS 細胞および分化細胞の研究開発が進展することが期待されま

す。 
ID ファーマは、本契約のように CytoTune®-iPS を活用した iPS 細胞等の作製とその利用を許諾す

る契約の締結を推進しており、そのような取り組みにより基盤技術であるセンダイウイルスベクタ

ーを用いた新たな事業機会を創出できるものと考えております。 
 
３．今後の見通し 
本件による 2023 年３月期の業績への影響は軽微ですが、本契約により CytoTune®-iPS の技術を

用いた新たな事業機会の創出が期待され、中長期的な当社の業績に寄与するものと考えております。 
 
  



2 
 

※１．iPS 細胞作製キット CytoTune®-iPS 
CytoTune®-iPS は、京都大学の山中伸弥教授の iPS 細胞作製技術と、ID ファーマのセンダイウイ

ルスベクター技術を融合させて開発した iPS 細胞誘導キットであり、本キットを用いることにより、

一回のベクターの使用で線維芽細胞などの体細胞から iPS 細胞を効率よく誘導することができます。

特にヒトに大きな苦痛を与えずに採取できる末梢血・血液細胞からの効率的な誘導が可能であり、

他の方法と比べて優れた性能を有しています。さらに本キットを用いて作製された iPS 細胞は、元

の細胞の染色体上の遺伝子配列を無傷にそのまま維持しており、また iPS 細胞誘導に用いたベクタ

ーが細胞から素早く消失されるよう改良されているため、国内外の研究者から高い評価を受けてお

ります。 
 
※２．iPS 細胞 
人工多能性幹細胞（induced pluripotent stem cell）のことであり、体細胞に特定の遺伝子を導入

することにより樹立される、ヒト等のあらゆる組織、細胞に分化する能力を持つ幹細胞のことです。 
 

以 上 


